


当院４階にあるリハビリ室は、大きな窓のある、明るい部
屋になっております。近隣の児童遊園地の緑の木々がよく
見え、時にはリスやタヌキがやって来る事もあります。前方
に広がる屋上からは、当院の保育室の子供達の声が時折
聞こえ、患者様からリハビリを頑張る癒しになると評判です。
器具は平行棒や階段等大きく体を使うものから、ぬり絵
や折り紙など指先を使うものまで、患者様が安全にリハビリ
が出来るようスタッフが寄り添いながら回復のお手伝いをし
ております。

当院では最先端の骨密度測定
装置ＤＣＳ－600ＥＸＶを導入し
ております。

圧倒的に女性に多い病気で、女性では閉経期の40～50歳代から急激に骨量
が減少し、60歳代では2人に1人、70歳以上になると10人に7人が骨粗鬆症を
起こすような状態になっています。
一方、男性では60歳過ぎから徐々に増え、70歳以上では10人に4人足らずで
す。現在、日本には1,000万人以上の骨粗鬆症患者がいると推定されています。
寝たきりの原因の第3位は骨粗鬆症による骨折とされています。

↑平行棒

↓自転車

←階段

絵カード→

痛みを感じる事
なく安心して検査
を受けて頂けます。

骨粗鬆症とはどのような病気ですか？

骨にはたくさんのカルシウム（骨重量の約50％）が含まれています。しかし、
骨に含まれるカルシウムなどの量（骨量）は若年期をピークに年齢とともに
減ってきます。骨量が減少し、骨の中の構造が壊れ、骨は非常にもろく折
れやすくなった状態が骨粗鬆症です。

ぬり絵→

検査をご希望の方は
お問い合わせ下さい。


